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研究成果の概要（和文）：　朱子学の基本文献である『朱子語類』において、思想的先人として重視された周敦
頤の著作を論じた巻94「周子之書」篇訳注の精確な読み直しを通して、朱熹の思想体系における周敦頤『太極図
説』『通書』の占める位置の再検討を行った。研究成果は、主に『朱子語類』巻94の訳注としてまとめており、
読解に必要な重要概念や口語語彙の詳細な注及びそれに基づいた現代日本語による訳文の形で公刊されることに
なるため、他領域の専門家や一般読書人にも利用しやすいものとなっている。

研究成果の概要（英文）： Zhou Dunyi (Shu Ton-i) was esteemed as one of the pioneers of Neo-Confucian
 Thought (School of Zhu Xi [Shushigaku]). His important work includes “The Theory 　Based on the 
Figure of Taiji (Taiji-tu shuo, Taikyokuzusetsu)” and “Tongshu (Tsusho).” To understand Zhu Xi’s
 (Shu Ki) interpretations of “The Theory Based on the Figure of Taiji” and “Tongshu,” we need to
 peruse “Zhuziyulei” Vol.CXIV. On the basis of this perusal, we reappraised the position of Zhou 
Dunyi in Zhu Xi’s system of thoughts. To clearly show the results of our study, we inserted 
detailed endnotes in “Zhuziyulei” Vol.CXIV and translated it into easily accessible Japanese. As a
 result, our work now provides the general public with easy access to “Zhuziyulei.”

研究分野：中国哲学

キーワード： 中国哲学　周敦頤　朱熹　朱子語類　太極図説　通書

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　『朱子語類』巻94「周子之書」篇を精読することによって、周敦頤と朱熹の思想が融合した旧来の周敦頤像か
ら脱して『太極図（説）』『通書』に対する朱熹自身の解釈を析出し、それを明確に把握する基盤を形成するこ
とができた。
　また、研究成果は、準備中のものも含めて、重要でありながら精確な読解が困難な文献を詳細な注と平易な日
本語で翻訳して公表することを中心にしており、他領域の研究者のみならず一般の人々が普通に読むことができ
る文献として提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の代表者・分担者４名は、平成 24 年度～平成 26 年度科学研究費助成事業・基盤研究
（Ｃ）「心・身体・環境をめぐる「仁」概念の再検討－『朱子語類』巻４～６を中心に」におい
て、朱子学の「仁」概念について再検討を行ってきた。この「仁」は、人の本「性」の端的な内
実を指し示す中心概念であり、主に人（の心）に関わる領域で問題とされてきたものである。し
かし、その「性」は、宇宙のありとあらゆるもの／ことの存在の根拠であり、またそのあるべき
あり方を具体的に規定する「理」そのものとされていることから、朱子学においては、「仁」も
人の心にとどまらず、身体ひいては自然・環境、さらにそれら相互の関係のあるべきあり方を規
定する概念へと拡充されている。上述の研究課題においては、「性」（その端的な内実は「仁」）
＝「理」は「人」－「宇宙（自然・環境）」のそれぞれやその相互の関わりを規定するものであ
るが、その「相互の関わり」に関する部分を、主に「人」側にベースを置きつつ、『朱子語類』
巻４～６を題材に検討してきたわけである。 
 本研究では、上述の研究課題を引き継ぎつつ、朱子学における「人」－「宇宙（自然・環境）」
の「相互の関わり」を、今度は「宇宙」の側に立脚点を置いて検討することを目指す。朱熹がそ
の「宇宙」の成り立ちやあり方を考えた際に依拠した文献は、経書である『易』であり、このと
き「理」は「太極」として把握される。そして、この『易』に基づいた「太極」概念を自己の思
想の内に取り込む際に、朱熹が依拠した文献が周敦頤の『太極図（説）』と『通書』であった。
こうして、朱熹は、周敦頤を自己の思想の系譜（「道学」）の最初期の重要な先駆者の一人と位置
づけ、その両著を後世「朱子学」と呼ばれることになる自己の思想体系を大成する際の必要不可
欠な文献と見なし、それらの『解』を書いている。 
 こうして周敦頤は、他ならぬ朱熹によって「道学－朱子学」史の先頭に位置づけられ、その視
線の元にずっと読まれてきた。つまり、朱熹の解釈に基づいたものが、“周敦頤「自身」”の思想
として語られてきたわけである。これは、朱子学の継承者についてばかりでなく、その批判者に
とっても同様であった。だが、近年、朱熹の解釈から切り離して周敦頤の思想を検討する研究が
進展し、いわばその実像が明らかになってきた。たとえば、周敦頤を「道学」の開祖と見なすこ
とは、あくまで朱熹による自己の立場の正統性の主張やその思想上の要請であるにすぎないこ
とが明らかにされている（土田健次郎『道学の形成』）。 
 しかし、このことは、中国近世思想研究においてまた新たな課題が発生したものだと見なすこ
とができる。いくら周敦頤自身の思想が現在明らかになったとしても、それによって、朱熹以降
の朱子学継承者・批判者の思想の解明に資すると単純にいえるわけではないからである。なぜな
ら、朱熹及びその後学、またその批判者たちにとっては、朱熹の解釈による『太極図（説）』『通
書』こそが、「真」の周敦頤像を明らかにするものであったのであり、この「像」を通して顕彰・
継承・批判し、自己の思想形成を行っていたわけで、“「朱熹による」周敦頤”像を明らかにする
ことなくしては、朱熹以降の朱子学継承者・批判者の思想を検討することはできないからである。
一方、周敦頤自身の像と朱熹による像が未分化のまま論じられてきた周敦頤を、前者が近年の研
究によって析出されてきたことによって、後者を前者と切り離したかたちでより明確に把握で
きる条件が整ってきたことにもなる。ここに、朱子学研究において、朱熹の思想体系における周
敦頤『太極図（説）』『通書』の占める位置を再び明らかにする意味が生じてくることになる。 
 朱熹の思想体系における周敦頤『太極図（説）』『通書』の占める位置を検討するためには、朱
熹の注解である『太極図（説）解』『通書解』をふまえる必要がある。しかし、この注解は（『太
極図説』『通書』それ自体と同様）ごく簡潔なものであって、その理解には、自身の注解を敷衍
解説した朱熹の「ことば」を多く収める『朱子語類』巻 94「周子之書」篇の読解をふまえる必
要がある。 
 しかし、『朱子語類』はその文献としての性格上、発言の状況がとらえにくい場合があり、思
想的な位置づけに慎重な検討が必要なほか、当時の口語表現を多数含んでいて読解は容易なも
のではなく、これまでに公表されている読解にもさらなる考察が求められている。 
 このように、新たに検討すべき課題が生じていた開始当時の研究状況を背景にして、その問題
解決のための基盤を構築することを目指し、本研究は計画、実施されたのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、先述の科学研究費助成事業による研究課題を引き継ぎつつ、朱子学における「人」
－「宇宙（自然・環境）」の「相互の関わり」を「宇宙」の側に立脚点を置いて検討することを
目指すものであった。朱熹がその「宇宙」の成り立ちやあり方を考えた際に依拠した文献は経書
である『易』であるが、それを自己の思想体系に取り込む際に依拠した文献が周敦頤の『太極図
（説）』と『通書』であった。実際、朱熹は、周敦頤を自己の思想の系譜（「道学」）の最初期の
重要な先駆者の一人と位置づけ、その両著を自己の思想体系の必要不可欠な文献と見なし、それ
らの『解』を書いている。 
 したがって、『太極図（説）』『通書』に対する朱熹による解釈を検討する必要があるのだが、
伝統的な読解には制約があった。なぜなら、朱熹によって周敦頤が「道学－朱子学」史の先頭に
位置づけられたため、『太極図（説）』『通書』については朱熹の解釈に基づいた理解が“周敦頤
「自身」”の思想として、いわば周敦頤と朱熹の思想が渾然一体化した形でこれまで受容されて
きたからである。ただ、近年になって朱熹の解釈から切り離して周敦頤の思想を検討する研究が
進展し、周敦頤自身の像と朱熹による像が未分化のまま論じられてきた周敦頤の実像が明らか



になってきた。しかし、周敦頤と朱熹の思想が融合したとらえ方から脱して、『太極図（説）』『通
書』に対する朱熹自身の解釈を析出し、それを明確に把握することについてはまだ不十分な点が
あるように思われる。ここに、朱子学研究において、朱熹の思想体系における周敦頤『太極図
（説）』『通書』の占める位置を再び明らかにする意味が生じてくることになる。 
 本研究では、『太極図説』『通書』を最終的な対象とすることになるが、これらは主に『易』の
文言をふまえた箴言集のような体裁で、そのままでは理解することがきわめて難しいものであ
る。また、本研究では朱熹による読解を目的としていることからも、それらを直接扱う前に朱熹
の注解である『太極図（説）解』『通書解』をふまえる必要がある。しかし、この注解も簡潔な
ものであって、朱熹の注解も含めた『太極図（説）』『通書』の理解には、その注解を敷衍解説し
た朱熹の「ことば」を多く収める『朱子語類』巻 94「周子之書」篇の読解をふまえる必要があ
る。 
 こうした研究状況をふまえ、本研究では、周敦頤『太極図説』『通書』について、朱熹の注解
及び『朱子語類』巻 94 の精読に基づいて詳細な注釈を加え、朱熹の注解を含めて翻訳を行う。
また、その準備として、既発表の『朱子語類』巻 94の訳注に大幅に修訂を加えて公刊する。そ
して、これら訳注の公表を通して、朱子学の大成者である朱熹の思想体系における周敦頤『太極
図（説）』『通書』の占める位置の再検討を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、周敦頤『太極図（説）』『通書』を、朱子学の大成者である朱熹の解釈を精密に読
解し、その解釈に徹底的に従って読み直すことを通して、朱熹の思想体系における『太極図（説）』
『通書』の占める位置を再検討することを目的とするものであった。上記の研究対象テクストの
読解にあたっては、朱熹の注解である『太極図（説）解』『通書解』の理解が前提となるが、こ
の注解の記述も簡潔なものであって、その理解には、その注解を敷衍解説した朱熹の「ことば」
を多く収める『朱子語類』巻 94「周子之書」篇の読解をふまえる必要がある。したがって、本研
究の目的を達成するためには、『朱子語類』巻 94 をわかりやすい現代日本語によって精確に読解
することがすべての基盤とならざるをない。 
 この基盤を確立するための研究方法は、平成 24年度～平成 26年度科学研究費助成事業・基盤
研究（Ｃ）「心・身体・環境をめぐる「仁」概念の再検討－『朱子語類』巻４～６を中心に」に
おいて実行したものと同様である。具体的には、朱熹の解く／説く周敦頤の思想を、漢文を訓読
しただけのような漢語に寄りかかった平板で意味のよくわからないものではなく、「生きた」こ
とばに立脚した立体的で平易なかたちで再提示するために、『太極図（説）』『通書』という周敦
頤自身のテクスト、『朱子語類』巻 94「周子之書」篇の記述、『朱子語類』の他の巻、『太極図（説）
解』『通書解』『四書集注』『朱文公文集』等の朱熹自身によるテクスト、経書及びその注疏、道
教文献等における記述とのネットワークを構築して明示することを目指した。このため、本研究
においては『太極図説』『通書』（朱熹の『解』を含む）及び『朱子語類』の訳注、しかも諸テク
ストとの関係を示した詳細な注を附すというかたちがどうしても求められる。そして、この作業
は、周敦頤、朱熹（及びその弟子たち）のことばの精密な解釈を行うことと大量の関連文献を博
捜し分析することが必要であり、具体的には次の役割分担で研究を遂行した。 
 本研究における役割分担は次の通りである。対象とするテクストの読解については、原則とし
て全体を分割してそれぞれに割り当てた。その上で、研究代表者の恩田が本研究全体の統括の他、
『太極図（説）』『通書』と『朱子語類』との関係及び『朱子語類』というテクストの性格上大量
に含まれる口語語彙の分析を、研究分担者の伊東が『太極図（説）』『通書』『朱子語類』と朱熹
の主著である『四書集注』との関係の分析を、同じく林が『太極図（説）』『通書』『朱子語類』
と朱熹の書簡や雑著等を集めた『朱文公文集』との関係の分析を、同じく松下が『太極図（説）』
『通書』『朱子語類』と道教文献との関係の分析をそれぞれ主として担当した。そして、これら
の読解と分析を研究代表者・分担者全員で検討・修訂して訳注稿を作成した。 
 つまり、本研究では、再検討された朱熹の思想体系における周敦頤の位置について、『朱子語
類』巻 94「周子之書」篇の平易な現代日本語による訳文と注、とりわけ注を基盤として明らか
にするという方法を取ったのである。 
 
４．研究成果 
 本研究は、先述の科学研究費助成事業による研究課題を引き継ぎつつ、朱子学における「人」
－「宇宙（自然・環境）」の「相互の関わり」を「宇宙」の側に立脚点を置いて検討することを
目指すものであった。朱熹がその「宇宙」の成り立ちやあり方を考えた際の鍵となる概念は、「理」
と同一視された『易』の「太極」であったが、この「太極」概念を自己の思想体系に取り込む際
に依拠した文献が周敦頤の『太極図（説）』と『通書』であり、朱熹はそれらの『解』を書いて
いる。このため、『太極図（説）』『通書』に対する朱熹による解釈を検討する必要があるのだが、
後世における朱子学の圧倒的な影響力のため、『太極図（説）』『通書』については周敦頤と朱熹
の思想が融合した形で伝統的に受容されてきたという困難があった。近年の研究によって周敦
頤の実像が明らかになってきたとはいえ、『太極図（説）』『通書』に対する朱熹自身の解釈を析
出し、それを明確に把握することについてはまだ不十分な点があった。そこで、『太極図（説）』
『通書』に対する朱熹の注解の再検討を企図したのであるが、この注解は簡潔な記述であって、
その理解には、その注解を敷衍解説した朱熹の「ことば」を多く収める『朱子語類』巻 94「周子



之書」篇の読解を前提とする必要があった。 
 本研究は、『朱子語類』巻 94 の精確な読み直しにまず取り組んだが、これによって上述の課題
に対して一つの基盤を形成したものといえる。すなわち、『朱子語類』巻 94の本文を当時の口語
表現の正確な理解によって読み直し、その本文の意味を『太極図（説）』『通書』という周敦頤自
身のテクスト、『朱子語類』巻 94「周子之書」篇の記述、『朱子語類』の他の巻、『太極図（説）
解』『通書解』『四書集注』『朱文公文集』等の朱熹自身によるテクスト、経書及びその注疏、道
教文献等における記述とのネットワークを構築することで位置づけ、それらをまとめた訳注と
いう形式で示すことで、『太極図（説）』『通書』に対する朱熹による解釈を浮き彫りにしたので
ある。 
 この『朱子語類』巻 94の訳注の出版自体については、2020 年 5 月末の時点では未公刊である
が、本研究で得られた成果は、学会発表と別の論著の形でその一部を公表している。恩田は、『朱
子語類』中に含まれる口語語彙の分析や他巻との関係に関して得られた知見を、前回の科学研究
費助成事業の成果でもある巻４（全員の共著）及び現在進めている巻８（完結）・９・20～22・
101 など他の巻の訳注作成に反映させ、その一端を研究会で発表する他、論文として公刊してい
る。伊東は、周敦頤に関連する先行研究や朱熹の周敦頤理解にも関連する朱子学の身体論に関し
て解読や分析を進め、論文・国際学会等で発表を行った。林は、周敦頤の著作についてその朱熹
の解釈にもとづいた場合の主要内容を検討する他、『朱子語類』資料の取扱いに年代的差異の観
点を取り入れる試みや宋明理学や義理の学の後世における受容のあり方の一端を研究し、得ら
れた知見を論文として公刊し学会発表を行った。松下は、『朱子語類』巻 94や周敦頤の著作と同
時代の道教との関わりについて、特に道教の内丹道における性命説との関係を中心に、全真教の
性命論が北宋から始まる理を中心とした新たな思潮の上に立脚していることに関して研究を深
め、得られた知見を論文として公刊し学会発表を行った。また、本研究期間内に既発表論文をま
とめた『宋金元道教内丹思想研究』（汲古書院）を出版し、全真教及びそれに先行する張伯端以
下の内丹道と、朱子学や禅宗の同時代的な力動についても一定の知見を得ている。 
 なお、巻 94 の訳注については、本研究の代表者・分担者による共著で汲古書院より学術書と
して刊行されることがすでに決まっているが、これは『朱子語類』訳注刊行会の『朱子語類』全
訳計画の一環をなすものである。 
 また、当初計画で公表を予定していた周敦頤『太極図説』『通書』及びその朱熹による注解の
訳注については、今後順次その訳注を論文として発表し、最終的に単行本として刊行することを
企図している。 
 つまり、『朱子語類』巻 94 の訳注を公刊することは、朱熹の解釈に基づいた理解が“周敦頤
「自身」”の思想として、いわば周敦頤と朱熹の思想が渾然一体化した形でこれまで受容されて
きた『太極図（説）』『通書』に対する朱熹自身の解釈を析出し、それを明確に把握するための基
盤を形成することになり、先行研究による朱熹の解釈から切り離された周敦頤自身の思想の解
明と相まって、周敦頤と朱熹の思想の連関を再検討することになると共に、それを東アジア思想
史なかんずく朱子学の（前史を含めた）歴史に改めて位置づけ直すことにつながるといえる。 
 また、研究成果は、準備中のものも含めて、重要でありながら精確な読解が困難な文献を詳細
な注と平易な日本語で翻訳して公表することを中心にしており、中国近世思想の研究者のみな
らず、日本思想・西洋哲学などの他領域の研究者はもちろん、専門外の一般読書人にもきわめて
利用しやすいものとすることができることになる。 
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